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主な内容　p2-3市内直売所紹介　p4年金　p5老人保健　p6地域
包括支援センター　p7-11児童手当、資料館企画展、春の叙勲ほか
p14-15できごと　p16うまいもん　p17イナビト　など

表紙　5月11日に行われた、茨城
GG 欽ちゃんトークショーの一コ
マです。（関連記事p14-15）
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所在地：浮島 6074
電話：029-894-6622
営業時間：午前９時〜午後６時
定休日：毎週水曜日
主な取扱品目：野菜、果物、米、
加工品、ゴールデンゴールズグッ
ズ
夏のおすすめ：トウモロコシ、ス
イカ、江戸崎かぼちゃ、レンコン

 ①直売所浮島
所在地：神宮寺 759
電話：029-840-6363
営業時間：午前９時 30 分〜午後
６時 30 分
定休日：毎週水曜日
主な取扱品目：野菜、果物、米、
加工品
夏のおすすめ：トウモロコシ、新
蓮、レンコンコロッケ

 ②さくらがわ直売センター
所在地：中山 4465-2
電話：0297-87-5091
営業時間：午前 10 時〜午後６時
定休日：毎週火曜日
主な取扱品目：野菜、果物、米、
加工品
夏のおすすめ：江戸崎かぼちゃ、
イチジク、ジャム（イチジク・イ

チゴ）

 ③JA新利根直売所

所在地：幸田 1239-5
電話：080-5515-8708（関口）

営業時間：午前 10 時〜午後４時
営業日：土・日

所在地：浮島 5474-1
営業時間：午前 10 時〜午後５時
営業日：土

所在地：蒲ケ山 21-52（コンビニ隣）

電話：029-892-4762（野原）

営業時間：午前 11 時〜午後５時
定休日：毎週水曜日

 ④清涼市 ⑤ゴットマザー市 ⑥野原農園直売所

所在地：月出里 626-14
電話：029-892-4728（四ツ谷）

営業時間：午前９時〜午後６時
営業日：６月〜 10 月頃

所在地：月出里 1174
電話：029-892-6399（染谷）

営業時間：午前８時〜午後６時
営業日：６月〜７月中旬頃

 ⑦四ツ谷直売所 ⑧染谷直売所

市内には、今回オープンした「稲敷直売所」のほか、
稲敷地域農業改良普及センターで取りまとめている
直売所が８つあります。季節営業の直売所もありま
すので、定休日や開店時間などを事前に確認してか
らご利用ください。
※場所などの詳細は市の HP をご覧ください。

これだけあります！
市内の農産物直売所

①⑤

④
②

③

稲敷直売所

⑥⑧

⑦

●

安
全
・
安
心
な
農
産
物
販
売
を
目
指
し
て

稲
敷
直
売
所
オ
ー
プ
ン

５
月
27
日
、
柴
崎
地
区
に「
稲
敷
直
売
所
」が
開
店
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
人
が
開
店
を
待
ち
わ
び
る
な
か
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
始
さ
れ
、
市
長
を
は
じ
め
と
し
た
来
賓
者
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の

後
、オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、真
龍
太
鼓
や
舞
・
え
ど
連
、沖
縄
舞
踊
普
及
幸
縄
会
に
よ
る

演
目
が
催
さ
れ
、開
店
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

10
時
の
開
店
に
は
一
斉
に
来
店
者
が
店
内
に
入
り
、
足
の
踏
み
場
も

無
い
状
態
と
な
り
、
入
場
制
限
を
行
う
ほ
ど
の
賑
わ
い
と
な
り
ま
し

た
。27
日
と
28
日
の
２
日
間
で
約
6
0
0
0
人
の
来
客
が
あ
り
、
大

盛
況
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

稲
敷
直
売
所
は
、
農
産
物
販
売

を
通
じ
た
都
市
と
農
村
の
交
流

が
で
き
る
地
域
活
性
拠
点
施

設
、
地
域
参
加
型
の
農
業
と
潤

い
の
あ
る
農
村
づ
く
り
を
目
的

に
、「
み
ん
な
で
進
め
る
む
ら

づ
く
り
事
業
（
新
田
園
空
間
創
造

整
備
事
業
）」
に
よ
り
、
茨
城
県

の
補
助
を
受
け
て
稲
敷
市
が
進

め
て
き
た
事
業
で
す
。

　
消
費
者
の
健
康
志
向
、安
全・

安
心
志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
な

か
、「
新
鮮
で
安
全
、生
産
者
の

顔
が
見
え
安
心
で
き
る
」
と
い

う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
、
よ
り
良
い
も
の
を
よ
り
安

く
、
し
か
も
楽
し
ん
で
買
え
る

よ
う
な
直
売
所
を
目
指
す
と
と

も
に
、
既
存
の
流
通
販
売
ル
ー

ト
以
外
の
新
た
な
販
売
方
法
に

よ
り
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
農
業
生
産
額
の
向
上

を
も
期
待
す
る
も
の
で
す
。

稲敷直売所代表取締役社長
吉田重男 氏

「本物の農産物」をお客さんに
提供していくことを第１として
います。その「本物の農産物」を

敷地面積：2,535 ㎡
建築面積：306.39 ㎡
売場面積：119.24 ㎡
所在地：柴崎 9188
電話：0297-87-7777
営業時間：午前 10 時〜午後７時
定休日：毎週火曜日
主な取扱品目：野菜、果物、米、加工品
夏のおすすめ：トウモロコシ、スイカ、トマト、メロン、
ブルーベリー、イチジク

稲敷直売所

安定供給するためには、生産者が生計を立てられる適
正価格での販売が前提です。その価格に見合う農産物
を生産するために、プロの生産農家としての自立を促
す場としても直売所の役目は大きいと思います。
　今後は、周辺で栽培しているブルーベリーを使用し
た加工品などの予定もあり、会員募集やモニター制度
を取り入れながら、地域に根付いた特色ある直売所を
目指していきたいと考えています。

テープカット

にぎわう店内

バイトで働く三條選手（ゴールデンゴールズ）
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保
険
料
の
納
め
方

学
生
・
自
営
業
・
自
由
業
な
ど

（
第
１
号
被
保
険
者
）

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
も
と
づ

き
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

会
社
員
・
公
務
員
な
ど（
第
２
号

被
保
険
者
）

保
険
料
は
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

会
社
員
・
公
務
員
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
妻
ま
た
は
夫
（
第

３
号
被
保
険
者
）

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

年
金
手
帳
を
使
う
と
き

　
交
付
さ
れ
た
年
金
手
帳
の
中

に
は
あ
な
た
だ
け
の
「
基
礎
年

金
番
号
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
生
使
い
ま
す
か
ら
大

切
に
保
管
し
て
、
必
要
な
と
き

に
取
り
出
せ
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
年
金
手
帳
は
、
届
出
や
申
請
、

年
金
を
も
ら
う
と
き
や
問
い
合

わ
せ
の
と
き
に
使
用
し
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度

　
事
情
が
あ
っ
て
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
保
険
課
年

金
係
ま
た
は
各
庁
舎
の
総
合
窓

口
課
お
よ
び
社
会
保
険
事
務
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
免
除
さ
れ
た
期
間
分
の
老
後

の
年
金
は
追
納
（
後
か
ら
納
付
）

し
な
い
と
減
額
さ
れ
ま
す
。

全
額
免
除
：
届
出
や
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
全
額
が
免
除
に
な

り
ま
す
。

一
部
免
除（
４
分
の
３
、半
額
、４

分
の
１
免
除
）
：
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
一
部
が
免
除
に
な
り

ま
す
。た
だ
し
残
り
の
一
部
を

忘
れ
ず
に
納
め
な
い
と
免
除
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

学
生
の
保
険
料
納
付
特
例
制
度

　
20
歳
以
上
の
学
生
で
前
年
所

得
が
一
定
以
下
の
方
が
、
申
請

し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
、
10
年
後
ま

で
の
間
に
納
め
ら
れ
る
と
い
う

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
特
例
期
間
分
の
老
後
の
年
金

は
追
納
し
な
い
と
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

20
歳
代
の
人
の
保
険
料
納
付
猶

予
制
度

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
平
成
27

年
６
月
ま
で
の
間
、
20
歳
代
の

若
年
限
定
で
、
本
人
お
よ
び
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
以
下

の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

20歳がスタート！国民年金

20歳になったら国民年金に加入し、保険料を納めることが義務
付けられています。全員「加入者（被保険者）」となりますが、保険
料の納め方によって３つの種別に分かれています。それぞれにみ
んなが加入します。
20歳で国民年金に加入すると｢ 年金手帳｣ が交付されます。一生
使いますから大切に保管してください。
土浦社会保険事務所（土浦市下高津2-7-29）☎029-824-7121
稲敷市保険課年金係（桜川庁舎）☎029-892-2000（内線4609）

20歳以上60歳未満の人はみんな国民年金に加入します

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
期
間
や
特
例
・
猶
予
期

間
分
の
保
険
料
は
、
老
後
の
年

金
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に

納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

追
納
し
ま
し
ょ
う
。た
だ
し
、

承
認
さ
れ
た
年
度
か
ら
２
年
を

経
過
し
た
分
に
つ
い
て
は
当
時

の
保
険
料
に
加
算
が
つ
き
ま
す
。

　
免
除
や
特
例
・
猶
予
の
申
請

は
毎
年
必
要
で
す
。引
き
続
き

希
望
す
る
場
合
は
忘
れ
ず
に
申

請
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　大学を卒業し、就職したときはこれまでの国民年金はど
　うなってしまうのでしょうか？

Ａ　国民年金に加入していた学生のみなさんが、卒業後会社
　などに就職され、厚生年金や共済組合に加入すると、「第１
　号被保険者」から「第２号被保険者」に変わりますが、引き
　続き国民年金に加入していることになります。
　　また、年金手帳は、「１人に１手帳」です。在学中に国民年
　金に加入したことにより、受け取った年金手帳を必ず就職
　先の事業主に提出してください。
　　なお、厚生年金や共済組合に加入する手続きなどは、あ
　なたに代わって事業主が行います。

ここが知りたい！Ｑ＆Ａ

電話での年金相談は、「ねんきんダイヤル」を
ご利用ください。
年金請求などの相談☎ 0570-05-1165
年金を受けている方の相談☎ 0570-07-1165
受付時間：午前８時 30 分〜午後５時まで（土・

日・祝日および年末年始を除く）

減
額
認
定
証
と
は
？

　
老
人
保
健
受
給
者（
※
）が
病

院
の
窓
口
で
支
払
う
代
金
は
、

か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
（
ま

た
は
２
割
）で
す
。

　
し
か
し
、
１
カ
月
に
支
払
っ

た
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
高
額
医
療
費
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。「
老
人
医
療
の
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
（
以
下
、
減
額
認
定
証
）」の

交
付
を
受
け
、
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ

に
認
定
さ
れ
る
と
、
こ
の
自
己

負
担
限
度
額
や
入
院
時
の
食
事

代
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。（
表

参
照
）

※
昭
和
７
年
９
月
30
日
生
ま
れ

以
前
の
方
（
一
定
の
障
害
の
あ
る

減額認定証の更新を忘れずに！老人保健

世帯員すべての方の住民税が非課税の場合、「老人医療の限度額
適用・標準負担額減額認定証」の交付を受けると、外来と入院時の
自己負担限度額や食事代が減額されます。
減額認定証を現在交付されている方は、７月31日が期限となっ
ています。忘れずに更新手続きをしてください。
稲敷市保険課老人保健係（桜川庁舎）☎029-892-2000（内線

4600）

自己負担限度額や入院時の食事代が引き下げられます

方
は
65
歳
か
ら
該
当
）

対
象
に
な
る
の
は
？

　
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
方
で
す
。申
請
を
す
れ
ば
、

そ
の
月
の
初
日
か
ら
減
額
認
定

証
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
個
人

住
民
税
非
課
税
措
置
の
廃
止
に

伴
い
、
平
成
18
年
度
か
ら
新
た

に
課
税
さ
れ
た
方
と
同
世
帯
の

非
課
税
者
に
は
、
２
年
間
の
経

過
措
置
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
保
険
課
老
人
保
健
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

更
新
を
忘
れ
ず
に
！

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
減
額

認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成

18
年
７
月
31
日
で
す
。平
成
18

種　別
自己負担限度額（月額）

食事代（１食）
外来（個人ごと） 入院注１および世帯ごと

一　般 12,000円 40,200円 260円

低所得
II

  8,000円
24,600円 210円

（長期入院注２は160円）

I 15,000円 100円

注１：入院の場合、１カ月の一部負担金は限度額までの負担となります。
注２：低所得II の方で、過去１年間に90日以上入院した場合、長期入院の申請
　　　をすることによって、91日目以降の食事代が１食160円になります。
※入院時の食事代や差額ベッド代などは、高額医療費の支給対象には含みませ
　ん。

年
度
の
課
税
状
況（
平
成
17
年
１

月
〜
12
月
分
の
所
得
）
に
よ
っ
て
、

引
き
続
き
該
当
す
る
方
に
は
、

７
月
中
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。申
請

が
な
い
と
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
入
院
し
た
場
合
は
、
病
院
の

窓
口
で
必
ず
減
額
認
定
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。提
示
し
な

い
と
、
そ
の
場
で
の
減
額
は
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

限度額適用・標準負担額減額認定証
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稲敷市地域包括支援センター開設

平成18年４月1日から稲敷市江戸崎福祉センター内に稲敷市地
域包括支援センターが設置されました。
地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが、住み慣れた地域で
いつまでも安心して健やかに生活できるよう支援する総合的機関
です。
稲敷市地域包括支援センター（江戸崎福祉センター内）

☎029-834-5353　FAX029-892-5922
稲敷市社会福祉協議会（江戸崎福祉センター内）☎029-892-5711

高齢者の皆さんが、安心してイキイキと暮らしていけるために

地域包括支援センターの業務

自立して生活できるように支援します
１．介護予防ケアマネジメント
要支援１・要支援２と認定された方は、介護保険の介
護予防サービスを利用できるよう支援していきます。
介護や支援が必要となる恐れのある人は、地域支援事
業の介護予防サービスが利用できるよう支援していき
ます。

なんでもご相談ください
２．地域支援の総合相談窓口
介護に関する悩みや相談以外にも、健康や福祉、医療
や生活に関することなどご相談に応じます。
例えば、「介護のサービス事業者に不満があるがどう
したらよいのかわからない」「認知証の父親の徘徊が
ひどくて困っている」など生活の中で困っていること
や心配なことについて相談に応じます。

地域包括支援センターは地域で暮らす高齢者の皆さんを、介護・福祉・健康・医
療など様々な面から総合的に支えるために設けられました。
保健師・社会福祉士・主任ケアマネージャーなどが「チーム」を組んで、みなさ
んがいつまでも健やかに住みなれた地域で生活していけるよう支援していきま
す。

みなさんの権利を守ります
３．高齢者の権利や虐待の早期発見・防止
高齢者や障害者の人権や財産を守る権利擁護や虐待防
止の拠点として、成年後見制度の活用や虐待の早期発
見、消費者被害などに対応します。
例えば、お金の管理や契約に関することに不安がある
とき、また頼れる家族がいないときなど、成年後見制
度の申し立て手続きについて支援をします。

さまざまな支援を行います
４．ケアマネジメント支援
包括的・継続的なケアマネジメントが行なわれるよう、
地域のケアマネージャーの後方支援を行ないます。
高齢者の皆さんが暮らしやすい地域にするために、さ
まざまな機関とのネットワーク作りに力をいれます。

地域包括支援センター

現
況
届
の
提
出
は
済
み
ま
し
た
か
？

　
児
童
手
当
受
給
者
の
方
へ

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
現
況
届
は
、
児
童
福
祉
課
か

ら
送
付
さ
れ
た
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
を
し
、
添
付

書
類（
別
表
）を
添
え
て
提
出
期

間
に
各
総
合
窓
口（
新
利
根
庁
舎

は
児
童
福
祉
課
）ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。提
出
が
な
い
場
合

は
、
６
月
分
以
降
の
手
当
は
届

が
提
出
さ
れ
る
ま
で
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所

各
総
合
窓
口
課（
新
利
根
庁
舎
は

児
童
福
祉
課
）

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
４
０
０
）

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

　
児
童
扶
養
手
当
の
概
要

護
し
な
い
場
合
に
お
い
て
養
育

す
る
養
育
者
。

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年

金
受
給
者
を
除
く
。所
得
制
限
も

あ
り

手
当
額

支
払
期
日

毎
年
４
月
、
８
月
、
12
月
に
前

月
ま
で
の
分

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親

と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い

児
童
の
母
又
は
母
に
か
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
、
児
童
の
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

支
給
手
続

認
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

添
付
書
類
：
戸
籍
謄
本
・
住
民

票受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
請
求
し

な
い
限
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

（
申
請
主
義
）。児
童
福
祉
課
（
新

利
根
庁
舎
）
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

支
給
対
象
者

各
支
給
要
件
に
該
当
す
る
児
童

（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
又

は
20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
）
を

監
護
す
る
母
、
ま
た
は
母
が
監

現
況
届

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
に
は
、
７
月
下
旬
に

現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。８
月

31
日
ま
で
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
児
童
福
祉
課
（
新
利
根
庁

舎
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。提

出
が
な
い
と
８
月
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。ま
た
、
２
年
間

提
出
が
な
い
と
資
格
を
失
い
ま

す
。

※
支
給
要
件
事
由
に
よ
り
個
別

に
必
要
な
添
付
書
類
あ
り
。

そ
の
他

対
象
児
童
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
、
支
給
対
象
の
児
童
が
該
当

し
な
く
な
っ
た
場
合
、
住
所
が

変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
変
更

な
ど
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
４
０
０
）

受給者が被用者（サラリーマン等）の方
　健康保険被保険者証の写し（受給者本人のもの）

稲敷市に平成 18 年１月１日に住所がなかった方
　前住所地の市町村が発行する児童手当用所得証明書
受給者と児童が別居している場合
　別居している児童の住民票謄本

（別表）

児童１人の場合
　全部支給＝ 41,720 円（平成 18 年４月改正）

　１部支給＝ 41,710 円〜 9,850 円
児童２人以上の加算額
　２人目は 5,000 円
　３人目以降１人につき 3,000 円
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在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

　
障
害
児
の
福
祉
増
進
を
図
り
ま
す

心
身
に
障
害
の
あ
る
在
宅
の
20

歳
未
満
の
障
害
児
を
養
育
し
て

い
る
保
護
者
と
そ
の
家
族
の
精

神
的
、
身
体
的
労
苦
に
む
く
い
、

そ
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

支
給
対
象

心
身
に
障
害
の
あ
る
在
宅
の
20

歳
未
満
の
障
害
児
を
養
育
し
て

い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
。（
稲

敷
市
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。）

障
害
の
程
度

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ
、
Ａ
、

Ｂ
程
度
の
知
的
障
害
の
方

・
身
体
障
害
の
程
度
が
身
体
障

害
者
手
帳
の
お
お
む
ね
１
〜
３

級
の
方
。ま
た
は
４
級
に
該
当

す
る
障
害
の
う
ち
、
下
肢
に
障

害
の
あ
る
方

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
１
級
、

２
級
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ

た
方

※
た
だ
し
、
障
害
児
福
祉
手
当

し
尿
汲
み
取
り
、
浄
化
槽
清
掃

　
汲
み
取
り
な
ど
の
依
頼
は
担
当
業
者
へ

　

汲
み
取
り
な
ど
の
依
頼
は
、

各
地
区
を
担
当
す
る
業
者
へ
、

直
接
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
地
区
指
定
さ
れ
た
業

者
以
外
が
汲
み
取
り
な
ど
を
行

う
事
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

し
尿
汲
み
取
り
と
浄
化
槽
清
掃

の
料
金
を
、
平
成
17
年
４
月
よ

り
稲
敷
市
内
で
一
律
の
料
金
に

統
一
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
０
）

児
童
相
談
所
に
よ
る

　
市
町
村
巡
回
児
童
相
談

︲
３
２
４
７（
直
通
）

児
童
虐
待
、
不
登
校
、
非
行
な

ど
の
問
題
行
動
や
、
発
達
の
遅

れ
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
に
、

児
童
福
祉
司
・
心
理
判
定
員
な

ど
が
相
談
に
応
じ
る
「
市
町
村

相
談
訪
問
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
申
込
：
予
約
制
で
す
。児
童

福
祉
課
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７

7月18日（火）

10月10日（火）

１月９日（火）

時間：午前10時〜午後3時
場所：ふれあいセンター

相談日程

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
を
募
集

　
夏
休
み
、
高
校
卒
〜
60
歳
未
満
の
方

▽
期
間
：
小
学
校
の
夏
休
み
期

間
▽
勤
務
地
：
市
内
児
童
ク
ラ

ブ
▽
勤
務
時
間
：
午
前
８
時
〜

午
後
６
時
15
分
▽
募
集
：
若
干

名
（
高
校
卒
業
以
上
60
歳
未
満
の

方
）
▽
募
集
期
間
：
６
月
26
日

（
月
）か
ら
７
月
14
日（
金
）ま
で

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７

︲
３
２
４
７（
直
通
）

市
内
児
童
ク

ラ
ブ
で
は
、

夏
休
み
期
間

の
指
導
員
を

募
集
し
ま
す
。子
ど
も
が
好
き

で
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
ご
理
解
を

い
た
だ
け
る
方
に
お
願
い
し
ま

す
。ま
た
、
年
間
指
導
員
と
し

て
勤
務
で
き
る
方
も
募
集
し
ま

す
。お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
受
給

で
き
ま
せ
ん
。

手
当
の
支
給

▽
月
額
：　
５
０
０
０
円
（
１

人
に
つ
き
）
▽
支
給
日
：
年
２

回（
９
月
、３
月
）

請
求
認
定

社
会
福
祉
課
（
新
利
根
庁
舎
内
）

で
申
請
の
手
続
き
を
し
、
市
長

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

提
出
書
類
：
①
認
定
申
請
書
②

住
民
票
の
写
し（
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。）

そ
の
他

障
害
児
が
施
設
に
入
所
し
た
と

き
や
住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た

と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
１
１
）

難
病
患
者
支
援
制
度

　
難
病
患
者
を
支
え
る
制
度
で
す

難
病
患
者
の
方
の
闘
病
と
そ
の

保
護
者
の
方
の
労
苦
に
報
い
る

た
め
の
支
援
制
度
で
す
。申
請

に
基
づ
き
、
市
が
決
定
し
て
支

給
し
ま
す
。

支
給
対
象

稲
敷
市
に
在
住
し
、
茨
城
県
よ

り
発
行
さ
れ
た
一
般
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
を
保
持
し
て
い

る
方
、
ま
た
は
そ
の
保
護
者
の

方支
援
費
の
支
給

▽
月
額
：
３
０
０
０
円
▽
支
給

日
：
年
２
回（
９
月
、３
月
）

申
請
の
手
続
き
方
法

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
新
利
根

庁
舎
は
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
：
①
支
給
申
請
書
②

一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

の
写
し

現
在
受
給
し
て
い
る
方

提
出
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
の

有
効
期
限
が
切
れ
る
方
は
、
更

新
後
の
受
給
者
証
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。※
詳
し
く
は
９
月

上
旬
に
通
知
。

そ
の
他

受
給
者
が
住
所
を
変
更
し
た
と

き
、
病
気
が
治
癒
し
た
と
き
、

そ
の
他
手
当
の
受
給
理
由
が
消

滅
し
た
と
き
は
、
必
ず
届
出
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
１
１
）

７
月
は

　
社
明
月
間

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間
で
す
。こ
の

運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯

罪
・
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

●
稲
敷
市
人
権
同
和
対
策
室

（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
０
０
０（
内
線
３
３
０

１
）

1本（36ℓ）あたり340円
※消費税、龍の里クリーンセ

ンター処理手数料込み。

別表1：汲み取り料金別表2：浄化槽清掃料金の例
単独浄化槽（分離接触バッキ法式）

5人槽=18,000円 7人槽=19,000円
小型合併浄化槽
5人槽=21,000円 7人槽=24,000円
※処理方式、人槽により料金が変わりますので、

清掃業者にご確認ください。

※毎年1回ずつ清掃している場合の料金です。

※清掃料金には手数料が含まれます。

別表3：し尿汲み取り・浄化槽清掃許可業者
地区 業者名 電話番号
江戸崎地区 江戸崎衛生社 029-892-0456
江戸崎地区（君賀） 大利根クリーン工業 0297-86-2743
桜川地区 小松環境 029-885-0086
桜川地区 遠藤衛生 0478-72-3690
桜川地区 関東総業 0297-87-2552
新利根地区 関東総業 0297-87-2552
東地区 環境衛生センター 0478-54-3283
東地区 オサム 0299-66-4114
東地区 北総衛生舎 0476-93-1961

午前11時〜＝江戸崎地区：パンプ前
午後1時30分〜＝▽江戸崎地区：カスミ・
タイヨー前、商店街　▽新利根地区：コム
前　▽東地区：アピタ前　▽桜川地区：地
区全域

別表：街頭キャンペーン　7月15日（土）
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企
画
展
「
蝶ち

ょ
う・

蝉せ
み

・
蜻と

ん
ぼ蛉

〜
め
ぐ
る
季
節
の
隣
人
た
ち
〜
」

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
７
月
19
日
か
ら

春
の
叙
勲
・
褒
章

　
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
稲
敷
市
か
ら
は
次
の
２

名
の
方
が
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

藍
綬
褒
章

栗
山
豊
さ
ん（
蒲
ケ
山
）

栗
山
さ
ん
は
消
防
団
長
な
ど
と

し
て
長
年
に
渡
り
消
防
業
務
に

精
励
し
、
組
織
の
強
化
や
設
備

の
整
備
拡
充
、
災
害
現
場
で
の

活
躍
な
ど
、
消
防
の
発
展
に
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。

　
栗
山
さ
ん
は
「
団
員
や
役
員

の
支
え
が
あ
り
、
地
域
消
防
団

の
代
表
と
し
て
の
受
章
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。今
後
も
消
防
活

動
に
精
進
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
受
章
の
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

瑞
寳
雙
光
章

岡
野
福
次
郎
さ
ん（
伊
佐
津
）

岡
野
さ
ん
は
、
江
戸
崎
中
学
校

長
や
新
利
根
町
教
育
長
な
ど
を

つ
と
め
、
社
会
教
育
や
学
校
教

育
な
ど
に
取
り
組
み
、
教
育
の

振
興
に
長
年
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
岡
野
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も

こ
の
受
章
に
恥
じ
な
い
よ
う
に

精
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。こ
れ
は
皆
さ
ま
の
長
年
に

わ
た
る
温
か
い
ご
支
援
、
ご
指

導
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。」

と
受
章
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

企
画
展
「
蝶
・
蝉
・
蜻
蛉
〜
め

ぐ
る
季
節
の
隣
人
た
ち
〜
」
を

開
催
し
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
員
を
募
集

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
10
月
開
設
予
定

活
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
条
件
：
平
成
18
年
７
月

１
日
現
在
60
歳
未
満
で
、「
消

費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
の

資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
資

格
取
得
に
意
欲
の
あ
る
方
。（
資

格
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
資
格
を

取
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。受
講

料
な
ど
は
市
で
負
担
）
▽
募
集
：

１
人
▽
採
用
：
10
月
１
日
〜
▽

市
で
は
10
月
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
開
設
に
向
け
て
、
消
費
生

「
い
な
し
き
・
る
ー
む
」講
師
募
集

　
講
師
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

て
可
能
で
す
。講
座
内
容
の
審

査
有
り
。▽
回
数
：
10
回
ま
で

▽
時
間
：
1
回
あ
た
り
１
〜
２

時
間
▽
会
場
：
各
公
民
館
・
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
▽
講
師

料
：
無
料
で
す
が
、
教
材
・
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
の
実
費
は
徴
収

で
き
ま
す
。▽
応
募
方
法
：
企

画
書（
HP
、各
公
民
館
・
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
り
）
に
必
要

こ
れ
ま
で
の
知
識
や
特
技
な
ど

を
活
か
し
て
、
生
涯
学
習
講
座

を
開
設
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
話
、体
操
、昔
遊
び
、作
品
作

り
な
ど
、「
こ
れ
ま
で
学
ん
で

来
た
事
を
他
の
人
に
も
伝
え
て

み
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
、

講
師
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
テ
ー
マ
：
生
涯
学
習
に
関
す

る
こ
と
な
ら
、
原
則
と
し
て
全

　
こ
の
企
画
展
で
は
、
こ
れ
ら

羽
の
あ
る
虫
た
ち
が
歴
史
的
、

文
化
的
側
面
か
ら
私
た
ち
の
生

活
に
う
る
お
い
を
与
え
続
け
て

き
た
こ
と
を
、
伝
え
て
い
き
ま

す
。

　
展
示
資
料
は
、
相
撲
博
物
館

よ
り
「
第
19
代
式
守
伊
之
助
使

用
の
軍
配
」（
写
真
１
）、
千
葉
県

立
中
央
博
物
館
大
多
喜
城
分
館

よ
り
「
揚
羽
蝶
象ぞ
う
嵌が
ん
を
施
し
た

火
縄
銃
」（
写
真
２
）、「
向
い
蝶

の
家
紋
つ
き
の
行
器
（
ほ
か

い
）」（
写
真
３
）、
茨
城
県
立
歴

史
館
よ
り
立
原
春
沙
作
「
破
蓮

空
蝉
の
図
」、
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

　
ま
た
美
し
い
蝶
や
身
近
に
生

息
す
る
蜻
蛉
、
蝉
の
標
本
も
多

数
展
示
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間
：
７
月
19
日（
水
）

〜
８
月
27
日（
日
）／
休
館
日
：

月
曜
日
、
７
月
28
日（
金
）▽
場

所
：
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料

館
２
Ｆ
企
画
展
示
室

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

（
稲
敷
市
八
千
石
18
︲
１
）☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１
（
直

通
）

13

2

勤
務
場
所
：
市
役
所
東
庁
舎
▽

勤
務
条
件
：
毎
週
月
、
水
、
金

曜
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分
▽
任
用
期
間
：
１
年

（
更
新
可
）
▽
報
酬
：
７
２
０
０

円（
日
額
）通
勤
手
当
有
▽
応
募

方
法
：
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

を
７
月
14
日（
月
）ま
で
に
商
工

観
光
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
商
工
観
光
課
（
東
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０
（
内
線
５
２
０
６
／
５
２

０
７
）

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
生
涯
学

習
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

７
︲
８
７
︲
３
４
３
９
（
直
通
）

／
FAX
０
２
９
７
︲
８
７
︲
５
３

０
６

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
募
集
中
！

　
地
域
の
活
動
に
補
助
金
を

地
域
や
組
織
の
実
施
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
を
財
源
と
し
た

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
申
請
事
務
取
扱

要
項
」
を
定
め
、
平
成
19
年
度

の
実
施
予
定
事
業（
18
年
秋
に
申

請
）
の
申
請
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
地
域
、
組
織
の

代
表
者
の
方
は
市
企
画
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
市
の
企
画
課
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限
：
平
成
18
年
８
月

31
日
▽
対
象
事
業
①
一
般
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
②
緑
化
推

進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
③

青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業
④

自
主
防
災
組
織
助
成
事
業
⑤
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事

業
▽
助
成
額
：
事
業
に
応
じ
て

30
万
〜
１
５
０
０
万

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

６
４
９（
直
通
）

窓
口
延
長
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す

　
江
戸
崎
庁
舎
で
木
曜
日
午
後
８
時
ま
で

江
戸
崎
庁
舎
総
合
窓
口
課
で
は
、

毎
週
木
曜
日
午
後
８
時
ま
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
祝
日
除
く
）

①
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書

②
住
民
票
の
写
し
の
交
付

③
外
人
登
録
証
明
書
の
交
付

④
印
鑑
登
録
・
印
鑑
証
明
書

※
税
、
福
祉
、
保
険
関
係
の
受

付
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
稲
敷
市
江
戸
崎
総
合
窓
口
課

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
１
０
８
）
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■休日診療当番医
７月２日（日） 江戸崎眼科医院（佐倉）029-892-0262
  美浦中央病院（美浦）tel.029-885-3551
  池田病院（龍ケ崎）tel.0297-64-1152
  飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
７月９日（日） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
  河合内科医院（阿見）tel.029-843-3301
  村井医院（龍ケ崎）tel.0297-62-3380
  牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
７月16日（日） 本橋医院（江戸崎）tel.029-892-2308
  さかえ医院（阿見）tel.029-888-2662
  若松内科胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-64-0533
  いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
７月17日（月） 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
  森脇整形外科（阿見）tel.029-843-7888
  鴻巣クリニック（龍ケ崎）tel.0297-61-0151
  西新道外科医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0855
７月23日（日） ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
  小林医院（阿見）tel.029-889-1134
  さくらクリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-1211
  野村医院（龍ケ崎）tel.0297-62-6561
７月30日（日） 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
  阿見第一クリニック（阿見）tel.029-887-3511
  うちだ医院（龍ケ崎）tel.0297-64-8821
  いしかわクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0378
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください
■交通事故相談
日時：8月16日（水）午前10時から午後3時まで／会場：茨
城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
■いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389
■犬猫引取
手数料：2,000円（一匹）　江戸崎庁舎第2駐車場奥=7月6日

（木）、20日（木）午後2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課tel.029-894-2327（直通）

■法律相談
申込：予約制。電話で申込む。7月10日（月）午前8時30分
から受付。定員各会場6名。
法律問題の相談に弁護士がお答えします。
江戸崎庁舎＝7月18日（火）／新利根庁舎＝7月19（水）時間：
午後1時〜4時
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

■心配ごと相談
申込：予約制／無料／時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎公民館＝7月20日（木）　▽ふれあいセンター＝7
月27日（木）　▽桜川庁舎＝7月13日（木）　▽東庁舎分庁舎
2階＝7月6日（木）

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
■行政相談
行政に関する相談を受け付けます。直接ご来場ください。
時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎公民館＝7月20日（木）　▽ふれあいセンター＝7
月27日（木）　▽桜川庁舎＝7月13日（木）▽東庁舎分庁舎2
階＝7月6日（木）

■人権相談
人権に関する相談に、人権擁護委員などがお答えします。
時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎公民館＝7月20日（木）　▽ふれあいセンター＝7
月27日（木）　▽桜川庁舎＝7月13日（木）　▽東庁舎分庁舎
2階＝7月6日（木）

●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

■家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：7月6日（木）・20日（木）午前10時〜午後4時／場所：
各公民館・生涯学習センター／申込：要予約（会場含め）

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

■子育てサロン
就学前のお子さんとその保護者を対象に開催します。
日時：7月6日（木）、7月20日（木）午前10時〜正午／場所：
江戸崎体育館
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

■6月の納税（納期限：7月31日（月））
固定資産税：2期

informationくらしと情報 informationくらしと情報

茨
城
県
電
子
入
札
・
電
子

納
品
説
明
会

茨
城
県
で
は
、
建
設
業
者
や
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
方
々
な
ど
を

対
象
に
、
電
子
入
札
や
電
子
納

品
の
運
用
に
つ
い
て
説
明
会
を

行
い
ま
す
。受
講
料
は
無
料
で

す
。

　
申
し
込
み
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
茨
城
県
土
木
部
検
査
指
導

課
の
建
設
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

月
日
・
会
場
：
７
月
27
日（
木
）

つ
く
ば
カ
ピ
オ
、
８
月
３
日

（
木
）常
総
市
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
、
８
月
10
日（
木
）鹿
嶋
市
勤

労
文
化
会
館
、
８
月
24
日（
木
）

常
陸
太
田
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、

８
月
30
日（
水
）茨
城
県
庁
／
時

間
：
受
付
＝
午
後
１
時
〜
、
説

明
会
＝
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

●
茨
城
県
土
木
部
検
査
指
導
課

建
設
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
☎
０

２
９
︲
３
０
１
︲
４
３
７
５

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
研
修

県
で
は
、
地
域
に
お
け
る
子
育

て
支
援
の
輪
を
広
げ
る
た
め

「
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

研
修
」
を
開
講
し
ま
す
。子
育

て
経
験
が
あ
る
方
も
、
そ
う
で

な
い
方
も
、
育
児
支
援
活
動
に

関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

研
修
会
場
：
土
浦
市
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
／
開
催
日
時
：

８
月
５
日（
土
）・
10
日（
木
）午

前
９
時
〜
午
後
５
時
／
定
員
：

50
名
／
研
修
内
容
：
子
ど
も
と

の
接
し
方
、
遊
び
方
、
事
故
の

予
防
と
手
当
、
食
育
な
ど
／
受

講
料
：
無
料
／
申
込
方
法
：
申

込
用
紙
（
入
手
先
は
稲
敷
市
児
童

福
祉
課
、
県
子
ど
も
家
庭
課
少
子

化
対
策
室
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で

／
申
込
先
：
リ
リ
ー
保

育
福
祉
専
門
学
校
（
〒

３
１
０
︲
０
０
２
２
水
戸

市
梅
香
２
︲
１
︲
４
４　

FAX

０
２
９
︲
２
２
８

︲
１
８
８
０
）／
締
切
：

７
月
15
日（
土
）※
当
日

消
印
有
効

●
茨
城
県
子
ど
も
家
庭

課
少
子
化
対
策
室
☎
０

２
９
︲
３
０
１
︲
３
２

６
１

子育てカレンダー
■地域子育て支援センター（新利根つばさ保育園内tel.0297-87-3600）

日程 内容 会場 定員
7月1日（木） 夕涼み会 新体 どなたでも
7月5日（水） 七夕飾り制作（1〜2歳） つ 12組
7月6日（木） 七夕飾り制作（2歳〜） つ 12組
7月11日（火） サロンの日、相談日 つ どなたでも
7月13日（木） りすちゃん広場（0〜1歳） つ 12組
7月19日（水） うさちゃん広場（1〜2歳） つ 12組
7月20日（木） 体操遊び（1〜2歳） つ 20組
7月25日（火） サロンの日、相談日 つ どなたでも
7月26日（水） くまちゃん広場（2歳〜） つ 12組

■ふれあい広場（江戸崎第ニ保育所tel.029-892-4094）
日程 内容 会場 定員
7月25日（火） 水遊び（ジャブジャブ遊ぼう） 二 30組

■あそびの広場（桜川保育所tel.029-894-3703）
日程 内容 会場 定員
7月26日（水） プールで遊ぼう 桜保 30組

会場：つ＝つばさ保育園／ニ＝江戸崎第ニ保育所／桜保＝桜川
保育所／新体＝新利根体育館

稲敷市地域交流スペース
会場：特別養護老人ホーム水郷荘３階
問：tel.0299-79-2319
教室名 日時
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時〜
 日曜＝午前9時〜
料理教室 7月24日（月）午前10時〜
リハビリ体操教室 7月24日（月）午後１時〜
太極拳教室 7月12日（水）午後1時30分〜
生花教室 7月20日（木）午後１時30分〜
手話愛好会 7月21日（金）午後７時〜
カラオケ教室 火・土曜午後１時30分〜
絵手紙教室 7月26日（水）午後1時30分〜
梅さんの落語会 7月6日（木）午前10時30分〜
囲碁教室 月曜午後１時〜

発生件数：38（157）
　負傷者：47（201）
　　死者：2（5）
※5月1日〜31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：49,173人（-78）
　　男：24,351人（-48）
　　女：24,822人（-30）
世帯数：15,001戸（-20）
※6月1日現在。かっこは前月比

案内

an
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な
り
ま
し
た
。ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、

自
分
の
生
い
立
ち
や
家
族
の
話
、
コ
ン

ト
55
号
で
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
坂
上
二
郎

さ
ん
の
話
な
ど
を
語
り
会
場
を
笑
い
の

渦
に
巻
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

4
消
防
訓
練

市
消
防
団
夏
季
訓
練
が
、
６
月
４
日
江

戸
崎
庁
舎（
江
戸
崎
・
新
利
根
分
団
）と
桜

川
庁
舎（
桜
川
・
東
分
団
）の
２
か
所
で
、

市
内
79
の
分
団
員
約
５
０
０
名
が
参
加

し
行
わ
れ
ま
し
た
。新
入
団
員
は
規
律

訓
練
や
消
防
ホ
ー
ス
の
取
り
扱
い
な
ど

の
基
本
操
作
を
重
点
的
に
行
い
、ま
た
、

班
長
以
上
の
団
員
は
小
隊
訓
練
や
消
防

ポ
ン
プ
の
取
り
扱
い
訓
練
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。参
加
し
た
団
員
た
ち
は
き
び

き
び
と
し
た
動
作
で
訓
練
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

5
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
の
PR

JA
稲
敷
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
で
は
髙
城
市
長

と
と
も
に
橋
本
県
知
事
を
訪
問
し
市
特

産
の「
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
」を
PR
。江
戸

崎
か
ぼ
ち
ゃ
を
知
事
に
手
渡
し
ま
し

た
。知
事
へ
は
東
京
市
場
へ
の
出
荷
状

況
や
北
海
道
へ
の
売
込
み
の
な
ど
現
状

に
つ
い
て
説
明
。知
事
か
ら
は
「
若
い

人
に
も
ど
ん
ど
ん
か
ぼ
ち
ゃ
の
生
産
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
生
産
者
に

エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で・き・ご・と
5-6月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）
5

34

2

1
小
学
校
陸
上
記
録
会

小
学
校
の
陸
上
記
録
会
が
５
月
24
日
、

東
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
市

内
の
小
学
校
５
、６
年
生
約
１
０
０
０

人
が
参
加
。50
ｍ
走
や
走
り
幅
跳
び
、

ボ
ー
ル
ス
ロ
ー
な
ど
の
競
技
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
成

果
を
発
揮
し
よ
う
と
力
一
杯
が
ん
ば
っ

て
い
ま
し
た
。（
関
連
記
事
Ｐ
20
）

2
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

土
浦
市
川
口
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

で
、
稲
敷
市
と
稲
敷
郡
合
同
の
中
学
校

陸
上
競
技
大
会
が
５
月
26
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
。１
０
０
ｍ
を
は
じ
め
と
し
た

ト
ラ
ッ
ク
競
技
や
、
走
り
幅
跳
び
な
ど

の
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
な
ど
男
女
別
に
26

種
目
が
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
は
記
録
に

向
け
て
精
一
杯
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て

い
ま
し
た
。（
関
連
記
事
Ｐ
20
）

3
欽
ち
ゃ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
の
萩
本
欽

一
監
督
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
、
5

月
11
日
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、

今
年
４
月
に
発
足
し
た
茨
城
ゴ
ー
ル
デ

ン
ゴ
ー
ル
ズ
稲
敷
後
援
会（
会
長
：
黒
田

正
さ
ん
・
写
真
３
左
）
が
主
催
し
た
も
の

で
、
後
援
会
の
会
員
や
一
般
の
方
な
ど

約
５
０
０
名
が
参
加
。会
場
は
満
員
と

1
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いなほ綜合式場
電話：tel.0297-87-2336
住所：稲敷市上根本8813番地
営業：午前11時〜午後9時30分
定休：毎週火曜日

第4回　岡
おか

野
の
雅
まさ

寿
とし

さん

岡野さんのプロフィール
稲敷IT 推進会代表、平成16年イ
ンターネットの光ファイバ回線誘
致を目的にボランティア団体の江
戸崎IT 推進会を結成し、署名活動
をスタート。翌17年江戸崎（沼里

地区）へ茨城県内で初めて東電光
ファイバの誘致に成功。36歳
●稲敷 IT 推進会 HPhttp://www.
inashiki-it.com/

今月は、市内全域にインターネット
の光ファイバ回線を引こうと誘致活
動を行っている「稲敷IT 推進会」代
表の岡野雅寿さん（月出里）です。

☆
■活動を始めたいきさつは？
当時、私の住んでいる地区ではイン
ターネットの速い回線が引けなかっ
たんです。どうしたらいいか近隣で
誘致活動をしている人から話を伺っ
た結果、自分で行動をしなければと
気づきました。最初は自分のホーム
ページ上で呼びかけてみたんです。
するとけっこう反響があって人が集
まり活動がスタート。その後、希望
者が多ければ光ファイバを導入して

くれる会社が見つかり、署名活動が
始まりました。
　署名を集めるために、説明会を行
ったり、各家庭を回って署名をお願
いしたりと、地道に活動を続けてき
ました。その結果、県内で始めて江
戸崎地区で、東京電力の光ファイバ
の誘致に成功したんです。
■IT 推進会の活動内容は
署名活動以外にも、昨年は初心者対
象のパソコン教室を開催しました。
中には資格を取るほどまで上達した
生徒もいて、教える側としてはうれ
しかったですねえ。今後は今の生徒
さんたちが、逆に教える立場になっ
てもらって、その輪がどんどん広が

るといいなと思っています。
■今後の目標を教えてください
今月より市全域へ光ファイバの誘致
活動が始まりましたが、私たちの活
動は誘致が決まっても、そこで終わ
りではありません。むしろそこから
がスタートだと思っています。IT
とはコミュニケーションの手段であ
って、これを活用した「情報の共有
化」こそが一番重要だと思います。
　今後は地域や学校などがお互いに
コミュニケーションを図れるよう
な、市民に役立つ情報提供のサービ
スが提供できたらと考えています。
その為にも今回の「ひかりone」の
誘致活動を成功させたいです。

稲 敷 で 生 き る 人 々

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー

押
田
美
穂
さ
ん
（
沼
田
第
２
）
と

水
野
洋
二（
小
角
）さ
ん
の
お
二

人
。「
今
日
は
、
美
味
し
い
も
の

を
ふ
た
り
で
食
べ
る
ぞ
！
」

お
店
紹
介

今
回
お
じ
ゃ
ま
し
た
の
は
、「
い

な
ほ
綜
合
式
場
」で
す
。約
１
５

０
人
が
利
用
で
き
る
会
場
も
あ

り
宴
会
な
ど
も
OK
。料
理
を
担

プレゼント
いなほ綜合式場から読者の方15名
に「お食事券（1000円分）」をプレ
ゼント！！奮ってご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項（①

郵便番号、②住所、③氏名、④年齢、⑤電

話番号、⑥お薦めの市内のお店、⑦広報

稲敷の感想）を書いてご応募くださ
い。▽応募先：〒300-0595 ／広報
稲敷「うまいもんプレゼント⑦」係
※郵便番号のみで届きます。▽締切：
7月21日（金）消印有効。▽注意：応
募は一人一通／当選者には通知

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
12
回

自家製のピリ辛たれにつけた唐揚げ。揚げたてを召し上がれ！

ニンニクとショウガが効いた焼肉 唐揚げ、おいしくできるかな？

当
す
る
の
は
ご
主
人
の
油
原
哲

也
さ
ん
。昭
和
48
年
に
こ
こ
に

お
店
を
か
ま
え
て
以
来
料
理
一

筋
30
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。

お
薦
め
の
料
理
は
？

お
薦
め
は
「
唐
揚
げ
定
食
」
と

「
焼
肉
定
食
」。常
連
さ
ん
の
間

で
は
唐
揚
げ
派
と
焼
肉
派
の
二

つ
に
別
れ
る
お
店
の
看
板
メ
ニ

ュ
ー
で
す
。唐
揚
げ
は
カ
ラ
ッ

と
揚
げ
た
後
、
仕
上
げ
に
９
種

類
の
ス
パ
イ
ス
で
作
っ
た
ピ
リ

辛
た
れ
に
つ
け
た
一
品
で
す
。

ま
た
焼
肉
は
ニ
ン
ニ
ク
や
シ
ョ

ウ
ガ
た
っ
ぷ
り
の
じ
っ
く
り
寝

か
せ
た
自
家
製
た
れ
が
自
慢
の

一
品
で
す
。ど
ち
ら
も
と
っ
て

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

コンビニ コンビニ

至潮来

GS

至江戸崎

いなほ綜合式場
至龍ヶ崎 角崎龍ケ崎・潮来線

４
０
８
号

至成田

皆
さ
ま
の
ご
来
店
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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マタニティスクール
申込：予約制。対象者には通知。会場へ申込む。
8月3日（木） マタニティスクール① 午前10時〜午後3時 江戸崎保健センター 要予約
8月8日（火） マタニティスクール② 午前10時〜午後3時 江戸崎保健センター 要予約

乳幼児健診・育児教室
申込：対象者には通知。申込み不要。／※6〜7か月児育児教室の受付は、午前10時までにお願いします。
8月4日（金） 3歳児健診 午前9時15分〜9時45分 ふれあいセンター 個人通知
8月8日（火） 2歳児歯科健診 午前9時15分〜9時30分 ふれあいセンター 個人通知
8月9日（水） 1歳6か月児健診 午後1時〜1時20分 江戸崎保健センター 個人通知
8月17日（木） 9〜10か月児育児教室 午前9時15分〜9時45分 東保健センター 個人通知
8月17日（木） 3〜4か月児健診 午後1時15分〜1時45分 東保健センター 個人通知
8月18日（金） 6〜7か月児育児教室① 午前10時〜11時30分 江戸崎保健センター 個人通知
8月18日（金） 3歳児健診 午後1時〜1時20分 桜川保健センター 個人通知
8月22日（火） 2歳児歯科健診 午後1時〜1時20分 江戸崎保健センター 個人通知
8月23日（水） 1歳6か月児健診 午後1時〜1時20分 東保健センター 個人通知
8月24日（木） 9〜10か月児育児教室 午前9時15分〜9時45分 桜川保健センター 個人通知
8月24日（木） 3〜4か月児健診 午後1時15分〜1時45分 桜川保健センター 個人通知
8月25日（金） 6〜7か月児育児教室② 午前10時〜11時30分 江戸崎保健センター 個人通知
8月30日（水） 6〜7か月児育児教室③ 午前10時〜11時30分 江戸崎保健センター 個人通知

子育て教室「キッズクラブ」
内容：親子で楽しく遊ぶ教室です。／申込：予約制。※初めて参加する方は会場の保健センターにお問い合わせください。
8月3日（木） キッズクラブ 午前10時〜11時30分 桜川保健センター 予約制
8月10日（木） キッズクラブ 午前10時〜11時30分 東保健センター 予約制
8月21日（月） キッズクラブ 午前10時〜11時30分 江戸崎保健センター 予約制
8月30日（水） キッズクラブ 午前10時〜11時30分 ふれあいセンター 予約制

相談
内容：健康に関する悩みや疑問に、保健師がお答えします。お気軽にご相談ください。
8月9日（水） 住民健康相談 午前10時〜11時 桜川保健センター 直接来所

検診
詳しくは「保健行事予定表」を参考にしてください。（3月下旬配布済）／会場へ予約ください。
8月1日（火） 婦人科検診 正午〜 根本共同利用施設 要予約
8月2日（水） 婦人科検診 正午〜 新利根いこいのプラザ 要予約
8月5日（土）、6日（日）、7日（月） 総合健診 午前7、8、9、10時 江戸崎保健センター 要予約

検診（予約）
詳しくは「保健行事予定表」を参考にしてください。（3月下旬配布済）／会場へ予約ください。
予約期間＝8月21日（月）〜25日（金）

9月20日（水）〜9月29日（金） 大腸がん検診申込（地区検診） 江戸崎保健センター

 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

がん検診

乳がん医療機関検診
▽検診内容：問診、視診、触診、超音波
検査▽実施期間：平成18年7月1日
〜平成19年2月28日まで▽対象者：
30歳以上56歳以下の女性▽自己負担

額：1,000円▽申込：各保健センター
※57歳以上の方、マンモグラフィー
をご希望の方は、市の集団検診をお申
し込みください。
子宮がん医療機関検診
▽検診内容：子宮頸部細胞診検査▽実
施期間：平成18年7月1日から平成

19年2月28日まで▽対象者：20歳
以上の女性▽自己負担額：1,000円▽
申込：各保健センター

※市の集団検診については「保健行事
予定表」（3月配布済み）をご覧くださ
い。

9月から始まる教室（初回日程）
9月からウォーキング教室が東と桜川を会場にスタート。／申込：予約制。8月31日（木）までにふれあいセンターへ申
込む。
9月7日（木） ウォーキング教室 午前10時〜11時30分 東保健センター
9月7日（木） 糖尿病予防教室 午後2時〜3時30分 ふれあいセンター
9月11日（月） ウォーキング教室 午前10時〜11時30分 桜川保健センター

運動教室
申込：予約制。会場へ申込む。
8月2日（水） ウォーキング教室 午前10時〜11時30分 ふれあいセンター
8月4日（金）、11日（金）、25日（金） リフレッシュ教室 午前10時〜11時30分 ふれあいセンター

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。会場へ申込む。
8月10日（木） こころの健康相談 午後1時30分〜3時30分 東保健センター 要予約 
8月31日（木） こころの健康相談 午後1時30分〜3時30分 ふれあいセンター 要予約
8月31日（木） こころのリハビリ 午前10時〜11時30分 ふれあいセンター 要申込

乳幼児予防接種
申込：予約制。会場へ申込む。8月実施分は7月20日（木）から受付け。
8月21日（月） 三種混合 午後1時10分〜1時40分 江戸崎保健センター 要予約
8月28日（月） BCG 午後1時10分〜1時40分 江戸崎保健センター 要予約
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スポーツ

バドミントン教室

全くラケットを握ったことのない人、
少しだけやったことのある人などの初
心者を対象とした教室です。日頃運動
不足を感じている方、この機会にバド
ミントンを始めてみませんか。
▽日時：7月5日から8月30日まで（8

月16日は除く）の毎週水曜日、午後7時
30分から9時30分▽場所：江戸崎総
合運動公園体育館▽参加費：2,000円

（初日に徴収）▽申込：6月28日（水）〜
▽定員：20名程度
●江戸崎総合運動公園体育館tel.029- 
892-8661

春季テニス大会結果

稲敷市春季テニス大会が 5 月 14 日
（日）桜川総合運動公園テニスコートを
会場に行われました。大会へは男子12
チーム、女子14チームが参加、白熱し
た戦いが行われました。
▽男子ダブルス：優勝＝佐藤・稲川（東

TC）、準優勝＝米谷・桜井（ミルク）、ベ
スト4＝榎本・沼崎（フリー）／荒関・
市川（テキサス・友駿）▽女子ダブルス：
優勝＝祢津・佐藤（取手TC・マギーノ）、
準優勝＝小関・岩科（ETC・JAC）、ベス
ト4＝村山・小林（友駿・ジュピター）／
吉田・木村（ライフTC）

小学校陸上記録会

日程：5月25日（木）／会場：東中学

校グラウンド（写

真）※優勝者のみ
掲載

【 男 子 】 ▽ 5 年
50m ＝根本雄理

（あ西）▽6年50m
＝根本将維（あ西）

▽ 5 年 100m ＝
大野翔平（沼里）▽
6 年 100m ＝ 佐
藤祐介（沼里）▽
80m ハードル＝佐藤裕介（沼里）▽
1000m ＝柳町直（太田）▽走り幅跳び
＝杉原宏明（沼里）▽走り高跳び＝野口
智史（阿波）▽ボールスロー＝山口直人

（あ東）▽400m リレー＝杉原宏明、佐
藤啓介、長妻龍弥、佐藤裕介（沼里）【女
子】▽5年50m ＝立川美紗（柴崎）▽6
年50m ＝藤崎眞紀子（沼里）▽5年
100m ＝川崎美穂（あ西）▽6年100m
＝村田美幸（あ東）▽80m ハードル＝
伊藤成美（高田）▽800m ＝平良彩（沼

里）▽走り幅跳び＝根本南（高田）▽走
り高飛び＝芝山輝美（あ西）▽ボールス
ロー＝内埜友梨香（古渡）▽400m リ
レー＝村田美幸、坂本若奈、山口美優、
高木萌由（あ東）

中学校陸上競技大会

日時：5月26日（金）／会場：川口運
動公園陸上競技場（土浦市）　※優勝者
のみ掲載

【男子】▽1年100m ＝篠崎脩人（新）

▽2年100m ＝内田康平（新）▽3年

100m ＝金子雄哉（桜）▽共通200m
＝根本泰成（東）▽共通400m ＝永長
武（東）▽共通800m ＝岩瀬祐也（東）

▽1年1500m ＝久保田一至（東）▽共
通 1500m ＝浅野貴大（江）▽共通
3000m ＝笠井直人（東）▽共通110m
ハードル＝田子島屋誠治（江）▽共通走
り高跳び＝湯浅大輝（桜）▽共通走り幅
跳び＝安食雄太（新）▽共通砲丸投げ＝
石濱由啓（桜）▽共通400m リレー＝
黒田晃永、岩瀬祐也、椿騎士、根本泰成

（東）【女子】▽1年100m ＝山口亜希
（江）▽2年100m ＝篠崎萌（新）▽3年
100m ＝黒田礼穂（桜）▽共通200m
＝嶋崎奈保美（東）▽共通800m ＝鈴
木千波（東）▽共通1500m ＝糸賀愛彩

（桜）▽共通100m ハードル＝坂本美
樹（東）▽共通走り高跳び＝榊原由奈

（江）▽1年走り幅跳び＝金田英理（新）

▽共通走り幅跳び＝埜口紗友理（桜）
▽共通砲丸投げ＝宮川麗香（江）▽共通
400m リレー＝飯島沙耶花、松田美
槻、坂本実貴、坂本美樹（東）

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー 7月

 日 月 火 水 木 金 土
       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
 23 24 25 26 27 28 29
 30 31

■市立図書館休館日：■
■江戸崎図書室：毎週月曜日、7
月18日、25日休室
■新利根・桜川図書室：毎週月曜
日、7月18日休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

7月の展示
親子のふれあい大切にしていますか?
いつでもどこでも、ちょっとした遊び
やかかわりの中から、親子のコミュニ
ケーションは広がります。家族がもっ
と仲良くなれるヒント、アイディアを
紹介します。
新着資料

「愛の流刑地上・下」渡辺淳一、「押入れ
のちよ」萩原浩、「ゴールデンタイム」
山田宗樹、「エラいところに嫁いでし
まった！」槇村君子　ほか
図書館利用状況
市立図書館の平成17年度の利用状況
をお知らせします。※詳細はHP に。

市立図書館

おりがみ教室
日時：7月2日（日）午後2時〜
子ども映画会
題名：「スクービー・ドゥー！」／日時：
7月8日（土）、9（日）午後2時〜（上映

時間87分）／申込：当日、図書館カウ
ンターへ申込む／定員70名
おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。
日時：7月30日（日）午後2時〜

図書利用カードが共通に

6月から市立図書館と公民館図書室の
利用カードが統一されました。
　そのため、現在公民館図書室発行の
利用カードをお持ちの方は、変更の手
続きが必要となります。（市立図書館の

利用カードをお持ちの方は、手続きは不要

です。）

　変更の手続きは市立図書館と全ての
公民館図書室行っています。手続きに
は身分証（健康保険証、運転免許証、学生

証など）が必要となります。

ベスト貸出資料

一般書（文庫以外）
1位：誰か
2位：ダ・ヴィンチ・コード上
2位：夜のピクニック
4位：インストール
児童書
1位：ハリー・ポッターと不死鳥の騎士団（上）

2位：ハリー・ポッターと不死鳥の騎士団（下）

3位：全ウルトラマン完全超百科
3位：ハリー・ポッターと炎のゴブレット（下）

ビデオ
1位：となりのトトロ
2位：ピーターパン
3位：トイストーリー
CD
1位：SENTIMENTALovers ／ KenHirai
2位：Theultimatecollection ／鬼束ちひろ
3位：オデッセイ／平原綾香

利用状況

資料所蔵
　総数：108,974点
　　図書：100,174
　　雑誌：4,452
　　視聴覚：8,863
貸出
　総数：86,276点
　　図書：53,762
　　雑誌：5,672
　　視聴覚：26,842
利用登録者
　総数：9,780人
　　域外149人
1日あたり
　貸出点数：320点
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（
１
４
１
１
）
九
月
六
日

に
、
火
災
の
た
め
焼
失
し
た
円え
ん

密み
つ

院い
ん

文
書
に
紛
失
状
を
与
え
て

い
ま
す
。二
代
憲の
り

秀ひ
で

は
佐
倉
郷

毘
沙
門
堂
別
当
職
に
諸
岡
幸
明

丸
を
補ぶ

任に
ん

し
て
い
ま
す
。四
代

景か
げ

成な
り

は
、
菩ぼ

提だ
い

所じ
ょ

と
し
て
、
延

徳
二
年（
１
４
９
０
）管か
ん

天て
ん

寺じ
（
曹

洞
宗
）を
開
い
て
い
ま
す
。五
代

治は
る

頼よ
り

は
美み

濃の

土
岐
氏
か
ら
養
子

に
入
り
、
河
内
郡
・
東
条
庄
か

ら
迫
る
小
田
政ま
さ

治は
る

と
の
抗
争
に

勝
利
し
、
戦
国
領
主
に
ふ
さ
わ

し
い
実
力
に
よ
る
新
た
な
所
領

支
配
体
制
の
樹
立
に
努
め
ま
し

た
。六
代
治は
る

英ふ
さ

は
戦
国
領
主
と

し
て
江
戸
崎
城
下
だ
け
で
な
く

支
配
各
地
の
仏
教
文
化
や
宗
教

統
制
の
上
に
も
大
き
な
足
跡
を

残
し
て
い
ま
す
。

　

不ふ

動ど
う

院い
ん（

天
台
宗
）
は
嘉
祥
元

年
（
８
４
８
）
慈
覚
大
師
の
開
基

を
伝
え
ま
す
が
、文
明
二
年（
１

４
７
０
）
山
門
無
動
寺
の
幸
誉

法
印
を
迎
え
城
下
に
中
興
さ
れ

ま
し
た
。
四
世
幸
憲
の
代
に
、

真
言
宗
と
の
間
に
絹
衣
相
論
が

起
こ
り
、
天
文
二
四
年（
１
５
５

５
）
後
奈
良
天
皇
の
綸り
ん

旨じ

が
不

動
院
に
下
さ
れ
て
い
ま
す
。信

太
荘
の
天
台
教
団
の
中
で
、
不

動
院
の
地
位
が
公
的
に
認
め
ら

三
年
（
１
５
７
２
）
治
英
は
大
旦

那
と
し
て
造
立
し
た
当た

い

麻ま

曼ま
ん

荼だ

羅ら

を
不
動
院
に
奉
納
し
て
い
ま

す
。

　

元
亀
元
年
（
１
５
７
０
）
治
英

は
江
戸
崎
城
の
守
護
神
と
し
て

鹿
島
神
社
を
創
建
し
、
高
田
神

社
に
な
ぎ
な
た
を
奉
納
し
て
い

ま
す
。岡
沢
九
郎
兵
衛
英ふ
さ

定さ
だ

の

作
で
、
全
長
１
８
６
cm
の
大
な

ぎ
な
た
で
す
。

　

江
戸
崎
城
下
に
は
、
鹿
島
神

社
や
愛
宕
神
社
が
建
立
さ
れ
、

土
岐
氏
の
菩
提
寺
曹
洞
宗
管
天

寺
を
は
じ
め
天
台
宗
不
動
院
、

臨
済
宗
瑞ず
い
し
ょ
う
い
ん

祥
院
、
時
宗
顕け
ん
し
ょ
う
じ

声
寺

な
ど
各
宗
派
の
寺
院
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。現
在
は
廃
寺
で
す

が
、
土
浦
市
大
岩
田
・
法
泉
寺

の
末
寺
で
あ
る
真
言
宗
の
寺
院

も
数
か
寺
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
崎
地
区
に
は
室
町
時
代

の
仏
像
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。桑
山
・
西
泉
寺
の
薬
師

如
来
坐
像
・
大
日
如
来
坐
像
、

不
動
院
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
・

不
動
明
王
立
像
、
駒
塚
・
円
福

寺
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、佐
倉
・

観
音
堂
の
千
手
観
音
立
像
、
沼

田
・
吉き
ち
じ
ょ
う
い
ん

祥
院
の
両
界
曼
荼
羅
・

観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
立
像
、

管
天
寺
の
釈
迦
三
尊
、
君
山
・

芋
薬
師
堂
の
薬
師
如
来
立
像
、

佐
倉
・
観
音
寺
の
大
日
如
来
坐

像
、
古
渡
・
円
密
院
の
如
意
輪

観
音
坐
像
・
大
日
如
来
坐
像
は

室
町
時
代
の
制
作
で
す
。

　

天
正
十
八
年
五
月
小
田
原
・

北
条
方
で
あ
っ
た
土
岐
氏
の
江

戸
崎
城
は
落
城
し
、
芦あ
し

名な

盛も
り

重し
げ

が
城
主
と
し
て
入
封
し
ま
す
。

盛
重
は
不
動
院
を
修
復
し
、
随ず
い

風ふ
う

（
の
ち
天
海
）
を
住
持
と
し
て

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
５
回

江
戸
崎
地
区
の
仏
教
文
化

　
　
　
〜
室
町
時
代
〜

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
内
山
純
子

い
ま
す
。

　

大だ
い

念ね
ん

寺じ

は
天
正
十
八
年
（
１

５
９
０
）
盛
重
が
帰
依
し
た
源げ
ん

譽よ

慶け
い

厳が
ん

を
開
山
に
創
建
さ
れ
た

浄
土
宗
鎮ち
ん

西ぜ
い

義ぎ

の
寺
で
す
。慶

厳
は
芝
増
上
寺
十
二
世
存ぞ
ん

応の
う

の

弟
子
で
、
徳
川
家
康
に
召
さ
れ

談
義
を
行
い
、
増
上
寺
の
発
展

に
助
力
し
ま
し
た
。大
念
寺
は

関
東
十
八
檀
林
の
ひ
と
つ
で
、

僧
侶
の
教
育
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

土
岐
原
氏
略
系
図

①　
　

②　
　

③　
　

④　
　

⑤　
　

⑥　
　

⑦

秀
成
ー
憲
秀
ー
景
秀
ー
景
成
ー
治
頼
ー
治
英
ー
治
綱

れ
た
こ
と

に
な
り
ま

す
。
元
亀

西泉寺の薬師如来坐像大念寺の阿弥陀如来立像
（鎌倉時代前期、快慶の作風を示す）



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽稲敷直売所の開店セレモニー。始まる直前まで雨が降り、傘を差しながらの取材に
なってしまうのかと心配しましたが、祝いの席に雨も退散し、ホッと一安心。が、開店した売り場
は足の踏み場もないほどの人の波。取る写真が頭ばかりの写真となってしまいました。（坂本）　▽
来月号からGG 紹介の新コーナーが始まります。4月に広報から移動になった（池）が担当する新
企画です。どんなコーナーになるのかとても楽しみですね！（とプレッシャーを与えてみる　G4出）

広報稲敷　7月号　発行日：平成18年6月23日
発行：稲敷市／編集：稲敷市市長公室秘書広聴課／〒300-0595茨城県稲敷市江戸崎甲3277番地1
tel.029-892-2000（内線2400）fax.029-892-0906 ／稲敷市 HP www.city.inashiki.lg.jp

江戸崎幼稚園江戸崎幼稚園

江戸崎庁舎江戸崎庁舎

江戸崎中学校江戸崎中学校 江戸崎総合高校江戸崎総合高校

大日苑大日苑

　現在、「大日苑保存会」が管理してい
て、内部を見学することができます。
普段は閉まっていますので、見学の際
は下記までご連絡ください。
大日苑保存会（野口）029-893-1011

大日苑は、江戸崎入干拓の生みの親で
ある、植竹庄兵衛氏が自らの居住を目
的として昭和14年に建てた住宅で、
江戸崎入り干拓地を望む台地に建って
います。
　その後、皇族であり海軍鹿島航空隊
の総司令官でもあった久

く
邇
に

朝
あさ

融
あきら

氏が
一時住居として使用し、戦後は「大日
苑」として結婚式場や宴会場としても
利用されていました。
　この邸の構造は、洋風建築と和風建

築を折衷した木造２階建で、外部意匠
は、玄関から２階立て部分にかけては
アール・デコ風であり、座敷の部分は
伝統的和風意匠となっています。
　明治の近代を進めるなかで、和と洋
を折衷させた典型的な住宅ですが、戦
前に建てられた中央の高官庁の施設や
大資本家の住宅と違い、各部分に意匠
の自由さと奔放さが見受けられ、茨城
県内では他に例をみない貴重な住宅と
なっています。

ぶら〜り・稲敷　no.13　大日苑（旧植竹庄兵衛邸）

大日苑のイベント（雨天中止）
「ハワイアンin ジャズジョイン
トコンサート」日程：７月２日

（日）／演奏：午前11時〜正午、
午後０時30分〜１時30分／
他：茶会、フリーマーケットなど



家 庭 の 粗 大 ご み 収 集
7月30日（日）、8月6日（日）

市では、一般の家庭から出る粗大ごみの収集を行います。
注意事項を守って、各自で回収場所へ持ち込んでください。
なお、事業活動にともなうごみは回収しません。
次回以降の日程は随時広報紙に掲載します。
●市生活環境課（桜川庁舎）tel.029-892-2000（内線 4400）

■時間
午前９時から正午まで／午後１時から 4 時まで
指定時間以外は入れませんので、時間厳守でお願いします。

■場所
新利根グラウンド駐車場

（新利根中学校前）
搬入は、一方通行となります。

係員の指示に従ってください。

■収集品目
7 月30日（日）：鉄くず、アルミ、自転車、モーター、ガラス
8 月6日（日）：家電製品、家具、ガラス、その他、

■持込める粗大ごみ
【鉄くず類】 トタン、スチールデスク・ロッカー・本棚、ガスレンジ、卓上

コンロ、傘、石油ストーブ・ファンヒーター、ボイラー、農薬
などの缶、ステンレス製品

【アルミ類】 アルミサッシ、アルミ製品
【自転車類】 自転車、三輪車、一輪車、リヤカー
【モーター類】 モーター、井戸ポンプ類
【ガラス類】 板ガラス、鏡
【家電製品類】 電気ミシン、電気ストーブ、電子レンジ、掃除機、エレクトー

ン、チャイルドシート、ベビーカー、スキー板・靴、ワープロ、
ステレオ、プラスチック製品で金具との分別が不可能なもの

【家具類】 布団・毛布、畳、カーペット、古材、木製家具（食器棚、タンス、
本棚、戸、机、椅子）、ベッド、ソファー、座椅子、ホットカーペッ
ト、プラスチック製品

【その他】 塩ビパイプ、断熱材、ビニールトタン

■持ち込みの注意点
指定以外のごみは持込めません。その場合は持ち帰りとなります。また解体しな
いで持込んだ場合は、各自で解体をしていただきます。
・ベッド、ソファー、座椅子は、中の金具を取り除く
・ガラスサッシなどは、枠とガラスを分別
・ボイラーは断熱材を取り外す　・ストーブなどは灯油は抜き取る
・農薬の缶は、中をよく洗い、ふたをしない
・ホットカーペットは、スイッチ部分をカーペットから取り外す

■持込めない粗大ごみ
これらのごみは、販売店または廃棄物処理業者へ依頼してください。
①パソコン
②テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン（室外機も含む）
③事業活動で排出されるごみ：農業用の機械、ビニール、苗箱、机、椅子、ロッ
カー、コピー機など
④危険物：消火器、ガスボンベ、バッテリーなど
⑤バイク、タイヤ
⑥通常の、燃えるごみ、缶・ビンなどのごみは、収集日に出してください

食堂食堂

食堂食堂

市役所
新利根庁舎
市役所
新利根庁舎

新利根
グラウンド
新利根
グラウンド

寿司屋寿司屋

歩道橋歩道橋

新利根中学校新利根中学校

××

角崎交差点角崎交差点

国
道
４
０
８
号
線

国
道
４
０
８
号
線

雨天決行


